
機械系保全作業

2026年度　第1回　機械保全技能検定

3級 学科試験 問題

（問題数：30題　試験時間：60分）

注意事項
（1）  試験開始の合図があるまで開かないでください。

（2）  解答方法は、次のとおりです。

                                                                        

（3）             解
                                    

答用紙はマークシート方式です。解答用紙に記載されている【記入上の注意】に
従ってマークしてください。

（4）      電子式卓上計算機（電卓）は、使用できません。

（5）  試験中は、携帯電話・スマートフォンなどは使用してはいけません。

（6）  下記の場合は、手をあげてお知らせください。
・印刷の不鮮明な箇所がある場合
・問題数に異常がある場合
・質問がある場合
※ただし、試験問題の内容、漢字の読み方などに関する質問には答えません
・気分が悪くなった場合
・手洗いに立ちたい場合　など

（7）試験終了時間前に解答が終了していても、退室することはできません。

（8）  試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、係員の指示に従ってください。

（9）本試験問題は、試験終了後、持ち帰り可能です。

許可なく転載・複製・コピーはできません。

・真偽法（問１～問３０）
問題の内容が正しいか、誤っているかを判断して解答してください。
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1 下図に示す工作機械は、旋盤である。

2 ボール盤とは、工作物を固定して、主軸に取り付けた切削工具を回転させながら
穴あけ加工を行う工作機械である。

3 下図に示す回路における抵抗Rは、10Ωである。

4 60Hzで使用している三相誘導電動機を50Hzで使用すると、回転数は6/5倍に
なる。

5 改良保全とは、設備の故障を起きにくくしたり、設備の性能や安全性を高める保
全である。

6 平均故障寿命とは、故障した設備が修理されてから、次に故障するまでの動作時
間の平均値である。

7 予知保全とは、過去の故障実績などを参考にし、一定の周期で点検や検査を行
う保全である。

8 なぜなぜ分析は、発生した現象を起点として、その現象がなぜ起きたのかを繰り
返し調査していくことで、対策を立てる手法である。

9 下図に示すような品質管理の手法は、特性要因図である。
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10 正規分布の特徴の1つとして、データが平均値の付近に集積していることが挙げ
られる。

11 一般的に鉄は、銅よりも耐食性に優れる。

12 ステンレス鋼は、鉄にニッケルと亜鉛を加えて性質を改良したものである。

13 金属の熱処理は、加熱温度や冷却速度などを調節することにより、性質や金属組
織を改良する加工方法である。

14 労働災害とは、労働者の就業に係る建設物や設備などにより、または作業行動そ
の他の業務に起因して、労働者が負傷し、疾病にかかり、または死亡することをい
う。

15 5Sにおける整頓とは、必要なものと不要なものを区分し、不要なものをなくすこと
をいう。
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16 おねじとは、ねじ山が円筒または円錐の外側にあるねじである。

17 かさ歯車同士の噛み合いでは、2つの歯車の軸が平行になる。

18 下図に示す測定器は、マイクロメータである。

19 軸受に発生する腐食の主な原因として、軸受に作用する過大な荷重が挙げられ
る。

20 ちょう度とは、グリースの硬さを数値化したものである。

21 ガス溶接とは、2つの母材の接合部分と溶加材を燃焼ガスの炎で加熱して溶融
することで、接合する方法である。

22 鋳造とは、鋳型に溶かした金属を注ぎ込み、冷却により凝固させる工作法であ
る。

23 非破壊試験には、浸透探傷試験や超音波探傷試験などがある。

24 一般的に、油圧は空気圧に比べて、精密な速度制御が困難である。

25 油圧バルブのうち、方向制御弁には、リリーフ弁やアンロード弁などがある。

26 作動油において、温度による粘度の変化が大きいほど、粘度指数が低いといえ
る。

27 プラスチックとは、主に石油などから作られる合成樹脂のことである。

28 ショットピーニングは、金属の表面層に球形に近い硬質粒子を高速度で打ち当て
ることによって、表面を加工硬化させる加工法である。

29 物体に力を加えて移動させたとき、その力がした仕事の大きさは、力の大きさと
力を加えている間の時間の積で表される。
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30 下図に示す図面において、Aを寸法補助線という。
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